
平成１２年国勢調査結果

～ 第 ３ 次 基 本 集 計 結 果 （ 福 岡 市 分 ） ～

増減率(%)

平成７年 平成12年 ７年 12年 ７～12年

総      数 629,464 645,887 100.0 100.0 2.6

Ａ 専門的・技術的職業従事者 90,078 98,150 14.3 15.2 9.0

Ｂ 管理的職業従事者 32,000 20,519 5.1 3.2 -35.9

Ｃ 事務従事者 138,550 142,621 22.0 22.1 2.9

Ｄ 販売従事者 132,893 137,873 21.1 21.3 3.7

Ｅ サービス職業従事者 63,462 71,090 10.1 11.0 12.0

Ｆ 保安職業従事者 7,259 8,148 1.2 1.3 12.2

Ｇ 農林漁業作業者 6,460 5,349 1.0 0.8 -17.2

Ｈ 運輸・通信従事者 22,145 21,787 3.5 3.4 -1.6

Ｉ 生産工程・労務作業者 129,737 126,008 20.6 19.5 -2.9

 注）総数には、「分類不能の職業」を含む。

職  業 （大分類）
15歳以上就業者 構成比(%)

 平成 12年 10月 1日現在における本市に

常住する 15歳以上就業者 645,887人を職

業大分類別にみますと、最も多いのが「事

務従事者（一般事務員、電子計算機等オペ

レーターなど）」で142,621人（構成比22.1

％）、次いで「販売従事者（販売店員、外

交員、不動産仲介人など）」の 137,873人

（同 21.3％）、「生産工程・労務作業者（各

種製品製造・製作作業者、建設作業者、電

気作業者など）」の126,008人（同19.5％）

と続いています。

 前回（平成 7年）と比べますと、「販売

従事者」など 5職種で増加しています。最

も増加率が高いのは、「保安職業従事者

（自衛官、警察官、海上保安官、消防員、警

備員など）」で 12.2％の増、次いで「サー

ビス職業従事者（調理従事者、接客・給仕

従事者、理美容師、ビル管理人など）」で

12.0％の増となっています。一方、「管理

的職業従事者（議員、会社・団体役員、会

社等の管理的業務従事者など）」など 4職

種は減少しています。特に「管理的職業従

事者」（3 5 . 9％減）、「農林漁業作業者」

（1 7 . 2％減）の減少率が高くなっていま

す。

 男女別に職業大分類別就業者数をみま

すと、男（367,028人）は「販売従事者」

が92,905人（構成比25.3％）で最も多く、

次いで「生産工程・労務作業者」88,437人

（同 24.1％）、「専門的・技術的職業従事者

（教員、医師、看護師、技術者、デザイナー、

音楽家、宗教家、記者など）」53,257人（同

１ 職業別１５歳以上就業者

（１）推移

（２）男女別

第１表  職業別１５歳以上就業者数

 事務従事者が最も多く，22.1%を占める



男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

367,972 261,492 367,028 278,859 100.0 100.0 100.0 100.0 -0.3 6.6

49,817 40,261 53,257 44,893 13.5 15.4 14.5 16.1 6.9 11.5

28,713 3,287 17,916 2,603 7.8 1.3 4.9 0.9 -37.6 -20.8

46,958 91,592 47,641 94,980 12.8 35.0 13.0 34.1 1.5 3.7

88,992 43,901 92,905 44,968 24.2 16.8 25.3 16.1 4.4 2.4

25,178 38,284 27,680 43,410 6.8 14.6 7.5 15.6 9.9 13.4

6,870 389 7,628 520 1.9 0.1 2.1 0.2 11.0 33.7

4,118 2,342 3,452 1,897 1.1 0.9 0.9 0.7 -16.2 -19.0

20,668 1,477 20,502 1,285 5.6 0.6 5.6 0.5 -0.8 -13.0

92,969 36,768 88,437 37,571 25.3 14.1 24.1 13.5 -4.9 2.2

 注）総数には、「分類不能の職業」を含む。

Ｈ 運輸・通信従事者

Ｉ 生産工程・労務作業者

Ｃ 事務従事者

Ｄ 販売従事者

Ｅ サービス職業従事者

Ｆ 保安職業従事者

総      数

Ａ 専門的・技術的職業従事者

Ｂ 管理的職業従事者

Ｇ 農林漁業作業者

７年～12年
増減率（%）

   構 成 比  （％）

平成７年 平成12年
平成７年 平成12年

職   業 （大分類）

職 業（大分類）

  総   数 (1) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

Ａ 専門的・技術的職業                            
  従事者

Ｂ 管理的職業従事者 3.2 0.2 1.2 3.2 6.1 9.6

Ｃ 事務従事者 22.1 24.0 25.0 23.1 19.6 13.6

Ｄ 販売従事者 21.3 21.1 23.2 21.5 21.2 18.1

Ｅ サービス職業従事者 11.0 14.6 7.4 9.0 11.2 12.8

Ｆ 保安職業従事者 1.3 1.1 1.1 1.2 1.5 1.7

Ｇ 農林漁業作業者 0.8 0.2 0.3 0.6 0.8 4.0

Ｈ 運輸・通信従事者 3.4 2.1 3.0 3.6 5.2 3.3

Ｉ 生産工程・労務作業者 19.5 17.9 17.0 19.7 22.1 23.7

 注）総数(1)には、「分類不能の職業」を含む。
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14.5％）、「事務従事者」 47,641人（同

13.0％）と続いています。

 女（278,859人）では「事務従事者」が

94,980人（構成比 34.1％）でトップ。以

下、「販売従事者」44,968人（同 16.1％）、

「専門的・技術的職業従事者」44,893人（同

16.1％）、「サービス職業従事者」43,410

人（同 15.6％）、「生産工程・労務作業者」

37,571人（同 13.5％）などの順となって

います。

 構成比を前回と比べますと、男では「販

売従事者」が 1.1ポイント、「専門的・技

術的職業従事者」が 1.0ポイント、「サー

ビス職業従事者」が0.7ポイントそれぞれ

上昇しているのに対し、「管理的職業従事

者」は 2.9ポイント、「生産工程・労務作

業者」は1.2ポイントとそれぞれ大幅に低

下しています。

 女では「サービス職業従事者」が 1.0ポ

イント、「専門的・技術的職業従事者」が

0.7ポイントそれぞれ上昇していますが、

「事務従事者」は 0.9ポイント、「販売従事

者」は 0.7ポイント、「生産工程・労務作

業者」は0.6ポイントそれぞれ低下してい

ます。

 前回と比べますと，増加率が高いのは、

男女ともに「保安職業従事者」、「サービス

職業従事者」で、「保安職業従事者」は男

11.0％、女33.7％、「サービス職業従事者」

は男 9.9％、女 13.4％の増となっていま

す。一方、減少率が最も高いのは、男は「管

理的職業従事者」で 37.6％、女も同じく

「管理的職業従事者」で20.8％の減となっ

ています。

 年齢別に職業大分類別就業者の構成比

をみますと、49歳以下は「事務従事者」が

最も多く、「15～29歳」では同年齢階級に

占める構成比が 24.0％、「30～ 39歳」で

は 25.0％、「40～ 49歳」では 23.1％を占

めています。50歳以上では「生産工程・労

務作業者」が最も多くなり、「50～ 59歳」

は 22.1％、「60歳以上」は 23.7％をそれ

ぞれ占めています。

第２表  男女，職業別１５歳以上就業者数

第３表  職業，年齢階級別１５歳以上就業者の割合

（３）年齢別



総数(1) 死 別 離 別 総数(1) 死 別 離 別 総数(1) 死 別 離 別

   母子世帯総数 8,620 1,137 7,005 9,848 1,019 8,054 14.2 -10.4 15.0

     15～24歳 140 5 107 179 3 131 27.9 -40.0 22.4

     25～34歳 1,796 86 1,537 2,382 76 2,014 32.6 -11.6 31.0

     35～44歳 4,269 507 3,586 4,694 426 3,962 10.0 -16.0 10.5

     45～54歳 2,262 482 1,687 2,421 461 1,836 7.0 -4.4 8.8

     55歳以上 153 57 88 172 53 111 12.4 -7.0 26.1

   父子世帯総数 1,036 245 777 1,001 246 738 -3.4 0.4 -5.0

     15～24歳 10 - 10 3 - 2 -70.0 - -80.0

     25～34歳 74 5 66 99 3 94 33.8 -40.0 42.4

     35～44歳 434 81 347 359 63 289 -17.3 -22.2 -16.7

     45～54歳 455 137 315 475 145 325 4.4 5.8 3.2

     55歳以上 63 22 39 65 35 28 3.2 59.1 -28.2

  ２）母子世帯は、未婚、死別、離別の女親とその未婚の20歳未満の子供のみで構成される一般世帯

  ３）父子世帯は、未婚、死別、離別の男親とその未婚の20歳未満の子供のみで構成される一般世帯

 注１）総数(1)には、「未婚」を含む。

平成７年 世帯数母 の 年 齢
父 の 年 齢

平成12年 世帯数 ７年～12年増減率 （％）

 父子世帯数は1,001世帯で、母子世帯の

約 10分の 1になっており、前回と比べま

すと、35世帯、3.4％減少しています。

 配偶関係別では、離別が 738世帯で、父

子世帯総数の73.7％を占め、死別は246世

帯で 24.6％となっています。

 父の年齢別にみますと、最も多いのが

「45～ 54歳」で 475世帯、構成比は 47.5

％となっており、以下「35～ 44歳」が 359

世帯（構成比 35.9％）、「25～ 34歳」が 99

世帯（同 9.9％）の順となっています。父

子世帯の方が母子世帯に比べ、全般的に

親の年齢が高くなっています。

 これを前回と比べますと、死別は微増

となっているのに対し、離別は5.0％減少

しています。年齢別では、全体では減少し

ているものの「25～ 34歳」では離別の増

加により 33.8％の増、「45～ 54歳」、「55

歳以上」は死別の増加を反映し、それぞれ

4.4％、3.2％の増となっています。

 平成 12年 10月 1日現在における母子世

帯数は 9,848世帯で、前回（平成 7年）に

比べ、1,228世帯、14.2％増加しています。

 配偶関係別にみますと、離別が8,054世

帯で、母子世帯総数の 81.8％を占めてい

ます。一方、死別は 1,019世帯で同 10.3

％となっています。

 母の年齢別では、最も多いのが「35～

44歳」で4,694世帯、構成比は 47.7％、次

いで、「45～ 54歳」が 2,421世帯（同 24.6

％）、「25～ 34歳」が 2,382世帯（同 24.2

％）と続いています。

 これを前回と比べますと、離別が1,049

世帯の増加（増加率 15.0％）と大幅に増

えているのに対し、死別は118世帯の減少

（減少率 10.4％）となっています。母親の

年齢別では、「25～ 34歳」が 32.6％の増、

「15～ 24歳」が 27.9％の増と比較的若い

世帯で増加が目立ちます。特に「25～ 34

歳」では離別が 3 1 . 0％増加したのが目

立っています。

２ 母子世帯，父子世帯

（１）母子世帯 （２）父子世帯

 離別による母子世帯は，５年前に比べ

１５％増加

父子世帯は，母子世帯の約１０分の１

第４表  母の年齢，配偶関係別母子世帯数及び父の年齢，配偶関係別父子世帯数



総数(2)
同居して

いない

同居して

いる
総数(2)

同居して

いない

同居して

いる
総数(2)

同居して

いない

同居して

いる
総数 男 女

総  数 1,336,662 894,644 441,860 644,560 424,983 219,503 692,102 469,661 222,357 33.1 34.1 32.1

 0～19歳 283,542 24,602 258,840 145,274 13,886 131,334 138,268 10,716 127,506 91.3 90.4 92.2

20～29歳 255,135 162,046 93,070 128,412 84,329 44,074 126,723 77,717 48,996 36.5 34.3 38.7

30～39歳 193,668 158,445 35,216 93,838 76,846 16,990 99,830 81,599 18,226 18.2 18.1 18.3

40～49歳 178,149 151,565 26,581 87,227 74,355 12,870 90,922 77,210 13,711 14.9 14.8 15.1

50～59歳 181,579 160,447 21,127 87,468 77,046 10,418 94,111 83,401 10,709 11.6 11.9 11.4

60歳以上 244,589 237,539 7,026 102,341 98,521 3,817 142,248 139,018 3,209 2.9 3.7 2.3

総  数 597,209 212,929 384,154 307,751 115,752 191,933 289,458 97,177 192,221 64.3 62.4 66.4

 0～19歳 282,860 24,136 258,625 145,010 13,701 131,255 137,850 10,435 127,370 91.4 90.5 92.4

20～29歳 207,284 118,427 88,846 108,859 66,530 42,322 98,425 51,897 46,524 42.9 38.9 47.3

30～39歳 60,932 36,678 24,252 33,047 20,657 12,389 27,885 16,021 11,863 39.8 37.5 42.5

40～49歳 22,485 14,223 8,259 12,300 7,972 4,326 10,185 6,251 3,933 36.7 35.2 38.6

50～59歳 13,729 10,131 3,597 6,169 4,656 1,512 7,560 5,475 2,085 26.2 24.5 27.6

60歳以上 9,919 9,334 575 2,366 2,236 129 7,553 7,098 446 5.8 5.5 5.9

総  数 590,623 543,367 47,244 295,970 272,615 23,351 294,653 270,752 23,893 8.0 7.9 8.1

 0～19歳 605 407 197 232 159 73 373 248 124 32.6 31.5 33.2

20～29歳 45,202 41,776 3,420 18,724 17,253 1,469 26,478 24,523 1,951 7.6 7.8 7.4

30～39歳 120,958 112,578 8,376 56,120 52,575 3,544 64,838 60,003 4,832 6.9 6.3 7.5

40～49歳 135,621 120,538 15,083 67,131 60,030 7,101 68,490 60,508 7,982 11.1 10.6 11.7

50～59歳 139,005 124,308 14,697 71,054 63,299 7,755 67,951 61,009 6,942 10.6 10.9 10.2

60歳以上 149,232 143,760 5,471 82,709 79,299 3,409 66,523 64,461 2,062 3.7 4.1 3.1

  ３）同居していないには、「単独世帯」、「夫婦のみの世帯」、「非親族世帯」、「施設等の世帯」の世帯員を含む。

女  同 居 率 （％）

総 数(1)

 注１）総数(1)には、「死別」、「離別」、配偶関係「不詳」を含む。

  ２）総数(2)には、同居しているか否か判定できない者を含む。

配偶関係

年  齢

有 配 偶

総     数 男

未  婚

 平成 12年 10月 1日現在における親との

同居率をみますと、33.1％（441,860人）

で、全体の約 3分の 1が親と同居している

との結果になっています。

 男女別では、男が 34.1％、女が 32.1％

で、男が 2.0ポイント高くなっています。

 配偶関係別にみますと、「未婚」では女

が 66.4％と男の 62.4％を 4.0ポイント上

回っているのに対し、「有配偶」では男が

7.9％、女が 8.1％と大きな差はみられま

せん。

 年齢別にみますと、「未婚」は各年齢と

も女が男を上回っていますが、特に「20～

29歳」では女が47.3％と男の38.9％を8.4

ポイント上回り、また、「30～ 39歳」でも

女が 42.5％と男の 37.5％を 5.0ポイント

上回っているのが目立ちます。「有配偶」

では「30～ 49歳」は女が男より高い比率

になっていますが、「20～ 29歳」と「50

歳以上」は男が女より高くなっています。

「0～ 19歳」を除いて、最も同居率が高い

年齢階級は、男は「50～ 59歳」で10.9％、

女が「40～ 49歳」で 11.7％となっていま

す。

第５表  親との同居・非同居，配偶関係，年齢，男女別人口

３ 親との同居

 親との同居率は３３．１％


